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1. はじめに 
	
 本発表は「ものの一生すごろくコラボ（資源と

環境の教育を考える会「エコが見る学校」×プリ

プレス・センター）」と「インターンシップによる

開発（プリプレス・センター×東京都市大学伊坪

研究室）」によるコンテンツ開発の経過を報告する。 
「ものの一生すごろく 1」」とは、エコが見える学

校が開発した参加会員企業の商品・サービスのラ

イフサイクルを示したすごろくのことを指す。こ

れまでに、うつわの一生、制服の一生、油性マー

カーの一生、つくえの一生すごろくの開発が行わ

れている。 
	
 インターンシップは、印刷業のプリプレス・セ

ンターが実施する夏期プログラムである。東京都

市大学伊坪研究室と共同で 2015年度と 2016年度
に環境教育コンテンツの開発に関する企画構想、

調査、設計、デザイン校正までを行い、2017年度
は課題整理の一部を検討した。 
	
 今回は、印刷物を対象としたコンテンツ「印刷

物の一生すごろく（以下、本コンテンツ）」の開発

の過程 2）において、検証フェーズとして、北海道

グリーン購入ネットワークが主催する「買うエコ

体験」イベント（札幌市）にて実施し、アンケー

ト調査で学校教育における運用科目の整理を目的

とした予備的調査を行なった。 
 
2. 実施環境 
	
 すごろくコンテンツの実施環境は表１のとおり

である。また、表２に示すとおり、本コンテンツ

の検証はイベント当日プログラムの第一部におい

て行われたものである。実施の様子を図１〜４と

して掲載する。 
 

表１：実施環境	
 

 1回目 2回目 
実施日 2017.11.4（土） 2017.11.4（土） 
受講者 23名 

（小学１年生〜 
中学１年生まで） 

7名 
（小学２年生〜 
小学５年生まで） 

場所 札幌市内 札幌市内 
時間 10時〜12時 14時〜16時 
 
 
 

表２：当日プログラムの内容（各回共通）	
 

 流れ 内容 
導入 
（10） 

全体説明 
テーマ：3R 

点呼、会場案内、参

加者の体調確認、オ

リエンテーション 
第一部 
（50） 

すごろくデモ説明 内容とルール説明 
すごろく体験実施 グループ毎の実施 

第二部 
（45） 

買い物体験 店頭で３Rを配慮し
ていると思う商品を

選び、疑似購入。 
選択商品の発表 選んだ理由を発表 

まとめ 
（5） 

解説 全体を通じての質

疑、解説、アンケー

ト。 
( )内は所要時間、第一部と第二部の間に 10分休憩 
 

 
図１：第一部	
 すごろくデモ説明（ルール説明）	
 
 

 
図２：第一部	
 すごろくデモ説明（デモ説明）	
 

 



 
図３：第一部	
 すごろく体験実施（グループ実施）	
 
 

 
図４：第一部	
 すごろく体験実施	
 

（すごろくゲーム後の点数シート）	
 
 
3. アンケートの調査 
	
 受講者 30名に実施後、以下を記入してもらった。 
------------------------------------------------------------------ 
◯属性：年齢・学年・性別・居住地域 
◯感想：印象に残っていることを教えてください 
	
 	
 	
 （プラス・マイナス面問わず自由記述） 
◯関連性：参加して学校の授業の中でどの教科と 
	
 	
 	
 	
 	
 関係があると思いましたか 
選択肢（国語・社会・算数・理科・生活・音楽・

図工・家庭・体育・道徳・外国語（英語など）・総

合の時間・特別活動・給食）から複数選択可 
------------------------------------------------------------------ 
4. 実施結果 
	
 アンケート調査の結果を以下に示す。受講者の

割合は図５のとおり、男女別では学年に欠番があ

るものの、全体的には上位学年と下位学年が網羅

されている。また、居住地域は全受講者が札幌市

内であった。 
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図５：受講者の学年比率（全体 n=30）	
 

	
 図６は、「印象に残った」感想を問う設問の回答

結果である。第一部のすごろくに印象を持った割

合が 40％という結果であり、記述からも「すごろ
くがたのしかった。」「すごろくで１番色が多かっ

たからかなしかった。」「すごろくが、エコの事が

たくさんかいてあったのでよかったです。」とプラ

ス面の記述が目立った。 
	
 

左	
 図６：感想記述（n=30、記述から筆者が分類）	
 

右	
 図７：関連教科（n=30、複数回答）	
 
 
	
 図７は教科との関連を問う設問の回答結果であ

る。イベントの主テーマである「３R」とも関連が
強く、社会科への選択が目立ち、次いで生活や家

庭、給食など身近な行動問題との関連を受け止め

た回答と推測できる教科が上位に続いた。 
 
5. まとめと課題 
	
 今回、低学年（1〜3年生）では「生活」を、高
学年（4〜6年以上）でも「社会」や「家庭科」を
選択する受講者が多く、テーマである３Rの内容
と紐づく教科を選択する傾向を捉えることができ

た。「給食」は食べ残しなどの具体的な関与行動を

理由として選択したものと記述から確認ができた。	
 	
  
	
 また、男女間では、関連教科として選択する教

科を単独で選択する（男の子）と複数選択する（女

の子）で傾向の違いが見られ、受講者感度を含め

詳細に傾向を分析していくことが必要と考える。

教科間同士の関連性に基づくコンテンツ運用の在

り方についても引き続き、検討を続けていく。 
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